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大しめ縄奉納�大しめ縄奉納�大しめ縄奉納�

　1010月２日、大湫宿の秋の祭礼を前に、神明神社境内にそびえ月２日、大湫宿の秋の祭礼を前に、神明神社境内にそびえ立つ立つ
大杉（県指定天然記念物　樹高大杉（県指定天然記念物　樹高6060ｍ）のしめ縄の付け替え作業が行ｍ）のしめ縄の付け替え作業が行
われましたわれました。�
　地元の有志ら20人が、今年の稲ワラ250束を使い、20ｍの長さに
綯った縄を半日がかりで付け替えました。綯った縄を半日がかりで付け替えました。����

　10月２日、大湫宿の秋の祭礼を前に、神明神社境内にそびえ立つ
大杉（県指定天然記念物　樹高60ｍ）のしめ縄の付け替え作業が行
われました。�
　地元の有志ら20人が、今年の稲ワラ250束を使い、20ｍの長さに
綯った縄を半日がかりで付け替えました。��
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超
深
地
層
研
究
所
計
画
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
き
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
前
号
に
引

き
続
き
、
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
超
深
地
層
研
究
所
で
行
わ

　
　
　
　
れ
る
研
究
は
、
国
の
原
子
力

　
　
　
　
政
策
の
中
で
も
重
要
な
位
置

付
け
に
あ
る
も
の
で
す
。�

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
現

実
か
ら
、
研
究
に
協
力
す
る
こ
と
は
、

私
た
ち
電
力
の
恩
恵
を
受
け
る
者
の
役

割
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
超
深
地
層
研
究
所
は
、
東
濃

研
究
学
園
都
市
構
想
に
も
ふ
さ
わ
し
い

研
究
施
設
で
あ
り
、
市
民
の
文
化
的
・

学
術
的
風
土
の
醸
成
に
有
効
な
施
設
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
研
究
所
は
世
界
的
に

も
有
数
な
地
下
の
研
究
所
と
な
る
こ
と

か
ら
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
が

訪
れ
、
研
究
交
流
の
場
「
み
ず
な
み
」�

か
ら
世
界
に
向
け
情
報
発
信
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
こ
の
研
究
所
は
地
域
に
開

か
れ
た
研
究
施
設
と
し
て
、
研
究
者
の

み
な
ら
ず
、
一
般
の
方
々
も
多
数
訪
れ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
、
訪
れ
る
人
々
と
の
交
流
機
会

の
増
加
に
伴
い
、
市
の
活
性
化
や
一
層

の
地
域
振
興
が
図
ら
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
研
究
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
に
関
わ
る
新
た
な
雇
用

の
確
保
、
研
究
所
を
中
心
と
し
た
環
境

整
備
や
関
連
す
る
道
路
網
の
整
備
が
促

進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
超
深
地
層
研
究
所
は
、
我
が
国
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
に

関
す
る
重
要
な
研
究
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
研
究
所
に
つ
き
ま
し
て
も
電
源

三
法
の
交
付
金
の
適
用
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
国
に
お
い
て
も
「
地
元
の
ご
意

見
を
十
分
に
伺
い
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
は
検
討
し
て
行
き
た
い
。」と
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
交
付
金
に
関
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
地
域

振
興
策
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。�

��

　
　
　
　
　
超
深
地
層
研
究
所
と
最
終

　
　
　
　
処
分
場
は
、
ま
っ
た
く
別
の

　
　
　
　
実
施
主
体
が
行
う
事
業
で
あ

り
明
確
に
区
分
し
て
事
業
は
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
国
の
方
針
と
し
て
も
、
超
深

地
層
研
究
所
と
最
終
処
分
場
は
明
確
に

区
分
さ
れ
て
お
り
、
超
深
地
層
研
究
所

を
最
終
処
分
場
の
隣
接
地
に
置
く
べ
き

と
の
考
え
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
市
で
は
、
市
内
外
に
向
け
処
分
場
に

し
な
い
事
を
公
に
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
超
深
地
層
研
究
所
が
最
終
処

分
場
に
移
行
す
る
考
え
方
、
あ
る
い
は

二
つ
の
事
業
が
一
体
の
事
業
と
し
て
捉

え
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
す
。�

　
前
回
の
広
報
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

最
終
処
分
事
業
を
行
う
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
は
、
最
終
処
分
場
の
選
定

の
第
一
段
階
で
あ
る
「
概
要
調
査
地
区

の
選
定
」
に
際
し
、
公
募
を
行
う
と
の

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。�

　
市
と
県
は
「
最
終
処
分
場
の
受
け
入

れ
は
拒
否
す
る
」
こ
と
を
公
に
表
明
し

て
お
り
、
応
募
す
る
意
思
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。�

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
超
深
地
層

研
究
所
の
隣
接
地
が
最
終
処
分
場
に
な

る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　�

�

【
参
考
：
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及

び
利
用
に
関
す
る
長
期
計
画
」
抜
粋
】�

　�　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
等
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
成
果
を
踏
ま
え
、

今
後
と
も
深
地
層
の
研
究
施
設
、
地
層

処
分
放
射
科
学
研
究
施
設
等
を
活
用
し
、

地
層
処
分
技
術
の
信
頼
性
の
確
認
や
安

全
評
価
手
法
の
確
立
に
向
け
て
研
究
開

発
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
深
地
層
の
研
究
施
設
は
、

学
術
的
研
究
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

国
民
の
地
層
処
分
に
関
す
る
研
究
開
発

の
理
解
を
深
め
る
場
所
と
し
て
の
意
義

を
有
し
、
そ
の
計
画
は
、
処
分
施
設
の

計
画
と
明
確
に
区
分
し
て
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。�

　
◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課�

　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
３
３�

超
深
地
層
研
究
所
が
で
き�

る
と
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト�

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？�

Ｑ�Q1

超
深
地
層
研
究
所
の
隣
接�

地
が
最
終
処
分
場
に
な
る�

と
い
う
考
え
に
つ
い
て
お�

答
え
下
さ
い
。�

Ｑ�Q2

Ａ�A1

Ａ�A2

超
深
地
層
研
究
諸
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ

超
深
地
層
研
究
諸
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ�

超
深
地
層
研
究
所
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ

超
深
地
層
研
究
所
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ�
超
深
地
層
研
究
所
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ

超
深
地
層
研
究
所
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ�
超
深
地
層
研
究
所
計
画
こ
こ
が
知
り
た
い
　
Ｑ
＆
Ａ�
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平
成
13
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら
21
日
ま
で
の
19
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。�

条
例
案
件
１
件
と
、
予
算
案
件
６
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ
の
他
案
件
１
件
、

認
定
案
件
１
件
、
報
告
案
件
１
件
、
議
員
発
議
１
件
の
合
計
12
件
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。�

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

�

【
教
育
委
員
会
委
員
小
木
曽
正
敏
さ
ん
の

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
工
藤
誠
さ
ん(

稲
津

　
町
萩
原
一
〇
三
四
番
地
の
一
、
51
歳)

を

　
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

　
る
も
の
】�

�

●
専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
十
三
年
度
瑞

　
浪
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

）�

【
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
経
費
の
歳
入
歳

　
出
予
算
を
百
八
十
万
円
増
額
し
、
総
額

　
を
百
五
十
七
億
七
千
五
百
八
十
万
円
と

　
す
る
も
の
】
　
　�

●
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に

　
関
す
る
決
議�

�

【
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、
深
く
哀
悼

　
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
世
界
か
ら
テ

　
ロ
行
為
を
根
絶
す
る
こ
と
を
強
く
訴
え
、

　
自
由
と
世
界
平
和
を
希
求
す
る
市
民
と

　
し
て
テ
ロ
行
為
の
撲
滅
を
決
議
す
る
も

　
の
】�

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

　
約
の
変
更
に
つ
い
て�

�

【
一
部
事
務
組
合
の
加
入
及
び
脱
退
並
び

　
に
広
域
連
合
の
加
入
に
伴
う
改
正
】�

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定�

�

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
連
事

　
項
の
所
要
の
改
正
】�

９
月
３
日
　
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
会

　
期
の
決
定
、
議
案
上
程
、
説
明)�

�

９
月
10
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

９
月
11
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

　
質
疑
、
委
員
会
付
託
）
　
　
　�

９
月
12
日
　
総
務
文
教
委
員
会�

９
月
13
日
　
市
民
福
祉
委
員
会�

９
月
14
日
　
経
済
建
設
委
員
会�

９
月
21
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
論
、
採
決
）�

だ
よ
り�

報

告

案

件�

●
平
成
12
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
決

　
算
の
認
定
に
つ
い
て�

�

�

認

定

案

件�

予

算

案

件�

人

事

案

件�

そ
の
他
案
件�

議

員

発

議�

条

例

案

件�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正�

　
予
算(

第
３
号)�

�

【
一
般
会
計
予
算
を
九
億
二
千
百
三
十
万�

　
円
増
額
し
、
総
額
を
百
六
十
六
億
九
千

　
七
百
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算
を
千
七

　
百
九
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
三
十
七

　
億
五
千
七
百
九
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
を
一
億

　
四
千
百
八
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十

　
七
億
六
千
四
百
八
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
三
千
九

　
百
二
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十
五
億

　
二
千
二
百
二
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
七
千�

　
三
百
七
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
八
億

　
四
千
二
百
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
水
道
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
、
資
本
的

　
支
出
額
を
六
百
六
十
六
万
六
千
円
増
額

　
し
、
資
本
的
支
出
総
額
を
五
億
三
百
四

　
十
万
八
千
円
と
す
る
も
の
】�

�

会

期

日

程�



新しいALT（外国語指導助手）紹介�新しいALT（外国語指導助手）紹介�新しいALT（外国語指導助手）紹介�
　社会の国際化が急速に進展している現代社会において、異なる文化をもつ人

々と共に生きていく資質や能力を子ども達に身につけさせることが一層重要に

なってきています。�

　市では、ＡＬＴの活用による生きた英語学習や、小学校における英語会話活

動など、国際理解教育を積極的に進めていますが、このたび新しいＡＬＴが着

任しましたので紹介します。�

�

　こんにちは。シンディー・レッドファンと申します。

イギリスの出身です。�

　１９９２年にスターリン大学を卒業し、大学では経済

学、英語学を専攻してきました。�

　大学卒業後は、アメリカやヨーロッパでキャンプなど

の指導者として働いた経験もあり、またスコットランド

ではハンディキャップを持った子どもたちの世話をする

ボランティアもしていました。このように、私は子ども

たちに教えることが大好きです。�

　私は中津商業高等学校のＡＬＴとして３年前に日本に

来ました。この３年間、学校ではたくさんの友だちがで

き、本当にすばらしい経験をさせていただきました。そして、英語の指導では、日本の先生方との

チームティーチングを心から楽しむことができました。�

　幸いにも９月からは瑞浪市のＡＬＴとして勤務できることになり、多くの幼稚園、小学校、中学

校で英語が教えられることを考えるとわくわくします。また、児童、生徒の皆さんや先生方にお会

いできるのを大変うれしく思います。��

　私はスポーツが大好きで、特にスキューバーダイビング、スキー、バレーボール、水泳が得意で

す。今は剣道に大変興味を持っていて、いろいろな部活動に参加できることを楽しみにしています。

また旅行が好きで、今までにいろいろな国を旅行しました。�

　瑞浪市のような美しい都市で働けることをとてもうれしく思い、感謝しています。�

　市民の方々は皆さんやさしく、また景色や私を取り巻く環境には目を見張るものがあります。き

っと瑞浪市での生活は私にとってすばらしいものになると確信しています。そして、たくさんの友

だちをつくり、より多くの皆さんともっとお話しができるよう日本語の勉強もがんばっていきたい

と思っています。�

　皆さんも恥ずかしがらず、どんどん話しかけてきてください。皆さんとお話しできるのを楽しみ

にしています。�

４�平成13年10月15日�



この公表は、瑞浪市職員の給与等の実態についてお知らせするものです。�
（１）人件費の状況（普通会計決算）�

区　分�
住民基本�
台帳人口�
（年度末）�

歳出額�

　Ａ�
実質収支�

人件費��

　Ｂ�

人件費率�

（Ｂ／Ａ）�

（参考）�
11年度の�
人件費率�

 12年度�
人�

41，446

千円� 千円� 千円�

13，978，862 931，832 3，386，183

％� ％�

24．2 25．1

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含ま�
　　　れています。�

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）�

区　分�

 13年度�
人� 千円� 千円� 千円� 千円� 千円�

職員数�

　Ａ�

給　　　　　与  　　　　費�
１人当た�
り給与費��
（Ｂ／Ａ）�給料� 職員�

手当�

計��
�
Ｂ�

うち期末・��
勤勉手当�

399��
 （0）� 1，623，773 1，029，213 722，503 2，652，986 6，649

（注）１、職員手当には退職手当は含まれていません。�
　　　２、給与費は当初予算に計上された額であり、給与改�
　　　　　善分（1．0％）を含んでいます。�
      　３、（  ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書�
　　　　　きです。�

（３）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況�

区分�

（13年4月1日現在）�
技  能　労　務　職�一  般　行　政　職�

平均給与��
月　　額�

平均給料��
月　　額�

平均��
年齢�

平均給与��
月　　額�

平均給料��
月　　額�

平均��
年齢�

市�
円� 円� 円� 円�

359，700 423，900 43．0 268，400 322，600 46．1

歳� 歳�

（注）一般行政職は、一般職のうち税務職・医療技術職・保�
　　　健職・福祉職・消防職・技能労務職・教育職・企業職�
　　　を除いた職員をいいます。瑞浪市全職員439人のうち�
　　　一般行政職は208人、技能労務職は79人です。�
�（４）職員の初任給の状況　� （13年4月1日現在）�

（13年4月1日現在）�

（13年4月1日現在）�

（13年4月1日現在）�

（13年4月1日現在）�

区　　　　分�

市� 国�

決　定��
初任給�

採用２年�
経 過 後�
給 料 額�

決　定��
初任給�

採用２年�
経 過 後�
給 料 額�

一般行政職�
大学卒�

高校卒�

174，400円�

141，900円�151，800円�141，900円�151，800円�

188，900円� 188，900円�174，400円�

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

区　　　　分�

一般行政職�
大学卒�

高校卒�

高校卒�

270，500円�

211，300円�

209，300円�

320，700円�

270，500円�

244，500円�

368，400円�

320，700円�

275，200円�

経験年数10年�経験年数15年�経験年数20年�

技能労務職�

（注）経験年数とは、卒業後ただちに採用され引き続き勤務�
　　　している場合の採用後の年数をいいます。�

（６）一般行政職の級別職員数の状況�

（７）職員手当の状況�
区　分� 市� 国�

 期末手当�勤勉手当�  期末手当�勤勉手当�

12 年 度�
支給割合�

 期末手当��
 勤勉手当�

( )

6月期�
12月期�
3月期�

計�

6月期�
12月期�
3月期�

計�

1.45月分�

1.60月分�

21.0月分�

47.5月分�
60.0月分�

6，537千円�21，961千円�

33.75月分�
21.0月分�

47.5月分�
60.0月分�

33.75月分�

0.55月分�
3.60月分�

28.875月分�
44.55月分�
62.7月分�
62.7月分�

28.875月分�
44.55月分�
62.7月分�
62.7月分�

1.45月分�

1.60月分�
0.55月分�
3.60月分�

0.6月分�

0.55月分�

1.15月分�

0.6月分�

0.55月分�

1.15月分�
自己都合� 自己都合�定年・勧奨� 定年・勧奨�

退職手当�
（支給率）�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
 最高限度額�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
 最高限度額�

１人あたり��
平均支給額��
�その他の��
加算措置�

その他の��
加算措置�

 定年前早期退職加算措置２～２０％��
 退職時特別昇給　  １号給�

 定年前早期退職加算措置２～２０％��
 退職時特別昇給　  １号俸�

（注）１ 退職手当の１人当たり平均支給額は、１２年度に�
　　　退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。�

( )

特殊勤務��
手　　当��
�
 12 年 度��
 普通会計�

区　　　　　　　分� 全 職 種�
職員全体に占める手当支給職員の割合� 35．1％�

手当の種類（手当数）� ７種類�

代表的な手当の名称�

支給額の多い手当�清掃業務手当�

多くの職員に支給��
されている手当�

消防職員手当�

支給対象職員１人当たり平均支給年額� 83，776円�

時 間 外��
勤務手当�

12年度�

11年度�

職員１人当たり支給年額�
71，966千円�

66，948千円�
201千円�

185千円�
（普通会計）�

支　　　給　　　総　　　額�

職員１人当たり支給年額�

支　　　給　　　総　　　額�

( )
調整手当�

支給対象地域�

支給対象職員�
支　給　率�

市の全域�

国の支給率�

３　　％�
全  職  員�
ー�

12 年 度��
普通会計�

（８）特別職の報酬等の状況�
区　　　分� 給料・報酬� 期末手当（12年度支給割合）�

市　　　長�

助　　　役�

収　入　役�

議　　　長�

副　議　長�

議　　　員�

月額 890，000円�

月額 730，000円�

月額 670，000円�

月額 430，000円�

月額 390，000円�

月額 375，000円�

６月期　2.05月分��
12月期　2.35月分��
３月期　0.35月分��
   計　　4.75月分�

６月期　2.05月分��
12月期　2.35月分��
３月期　0.35月分��
   計　　4.75月分�

�

（13年4月1日現在）�（９）定員の状況  部門別職員数の状況 
 区　分�

部　門�

職  　員　　数� 対 前 年�
増 減 数� 主な増減理由�

一
　 

般
　
行
　
政�

平成12年�平成13年�

議　会�

総　務�

税　務�

労　働�

農　林�

商　工�

土　木�

民　生�

衛　生�

小　計�

小　計�

教　育�
特別�

行政�

公営�

企業�

  等�

消　防�

水　道�

下水道�

その他�

小　計�

総　合　計�

地籍調査実施による増�

農地法届出業務の機械化による減�

瑞浪テクノパーク（工業団地）開発による増�

　　４�

　６１�

　２１�

　　１�

　１４�

　１０�

　２９�

　９３�

　４５�

２７８�

　８１�

　４８�

１２９�

　１２�

　１９�

　　５�

　３６�

４４３�

　　４�

　６２�

　２１�

　　１�

　１３�

　１２�

　２７�

　８４�

　４３�

２６７�

　８０�

　４９�

１２９�

　１０�

　２０�

　１３�

　４３�

４３９�

　　１�

�

�

　△１�

　　２�

　△２�

　△９�

　△２�

△１１�

　△１�

　　１�

�

　△２�

　　１�

　　８�

　　７�

　△４�

区画整理事業の工事減少による減�

リサイクル事業の定着による業務減�

欠員の不補充による減�

欠員の補充による増�

下水道事業との事務統合による減�

水道事業との事務統合による増�

介護保険事業の異動による減�

介護保険事業の異動による増�

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の�
　　　身分を保有する休職者等を含み、臨時または非常勤職�
　　　員を除いています。　　　　　　　　　　　　　　　　�
＊（７）、（９）については、再任用短時間勤務職員の該当がない�
　ため省略しました。�

区　　分� ８級�７級�６級�５級�４級�３級� ２級�１級�

計�標準的な��
職務内容� 部長�課長�

課長�
補佐�係長�主査�主事�主事�主事補�

 職員数（人）�

 構成比（％）�

参
　
　
考�

１年前の��
構成比(%)

５年前の��
構成比(%)

１２�
（０）�

２９�
（０）�

４９�
（０）�

４８�
（０）�

１６�
（０）�

１９�
（０）�

２７�
（０）�

 ８�
（０）�

208�
（０）�

5.8��
(0)

7.7�
(0)

9.1�
(0)

3.8�
(0)

13.9�
 (0)

23.6�
 (0)

23.1�
 (0)

100.0�
  (0)

13.0�
 (0)

4．9

3．5

13．6

10．0

21．0

13．8

28．8

25．7

7．3

18．1

9．3

10．8

4．9

6．9

10．2

11．2

100.0

100.0

（注）１、職員数は、本市給与条例に基づく給料表の各級の�
　　　　　在級者数です。�
　　　２、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する�
　　　　　代表的な職名です。�
　　　３、（  ）は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。�

瑞 浪 市 の 職 員 給 与 等 の 公 表 �

５�瑞浪市役所　☎ 68－2111



６�平成13年10月15日�

み
ん
な
の
広
場

み
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広
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み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場�
み
ん
な
の
広
場�

　
９
月
27
日
、
稲
津
中
学
校
で
第
10
回

瑞
浪
市
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
こ
れ
は
、
中
学
生
の
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
は

か
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
市
内
か
ら
14
人
が
参
加
、
力
強
い

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

審
査
結
果
（
敬
称
略
）�

▽
暗
唱
部
門
（
２
年
生
）�

�

最
優
秀
賞
　
伊
藤
俊
介
（
瑞
浪
）�

優
秀
賞
　
　
井
田
　
和
（
稲
津
）�

▽
ス
ピ
ー
チ
部
門
（
３
年
生
）�

�

最
優
秀
賞
　
田
村
　
大
（
日
吉
）�

優
秀
賞
　
　
小
木
曽
香
奈
（
陶
）�

　
９
月
16
日
、
市
民
公
園
「
日
中
不
再

戦
の
碑
」
前
で
、
第
35
回
中
国
人
殉
難

者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
中
国
大
使
館
の

毛
　
平
参
事
官
を
は
じ
め
、
約
100
人
が

参
列
し
ま
し
た
。�

�

　
中
国
人
殉
難
者
供
養
会
（
加
藤
武
志

会
長  

昭
和
42
年
設
立
）
が
行
う
こ
の

慰
霊
祭
は
、
昭
和
20
年
に
地
下
軍
需
工

場
建
設
の
強
制
労
働
の
た
め
連
行
さ
れ

た
330
人
の
う
ち
、
亡
く
な
っ
た
39
人
を

供
養
す
る
も
の
で
す
。�

�

　
関
係
者
の
弔
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

追
悼
の
意
と
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。�

���

　9月26日～10月２日、瑞浪市の友好都市である

中国湖南省の醴陵市政府友好代表団が来日しました。�

　両市は陶磁器産業が盛んなことから、昭和62

年に友好都市締結、以来毎年交代で友好代表団の

派遣などにより交流を続けています。平成６年か

らは陶磁器研修生の瑞浪市への受入れが行われ、

延べ293人が研修のため来日、現在は17人が研修

しています。�

　政府代表団の訪問は６回目となり、楊治平醴陵

市人民政府市長をはじめ7人が訪れました。�

　27日の表敬訪問では、楊市長が「両市の友好が末

永く深まることを願います」とあいさつし、　嶋

市長らと懇談や記念品の交換を行いました。�

　代表団は、市民公園内各施設、瑞浪小学校、ギネ

スに認定された陶製モニュメント、各事業所など

の視察や陶磁器研修生との交流を行いました。�

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭�

暗唱部門に出場のみなさん�

弔辞を述べる毛参事官�

朴葉ずし作り（９月19日  釜戸中学校）� 宮前児童館�
（小田町）�（寺河戸町）�

　麦島涼介ちゃん（４歳）�
りょうすけ�

後藤菜摘ちゃん（１歳）�
なつみ�

英
語
で
自
己
を
表
現

英
語
で
自
己
を
表
現�

英
語
で
自
己
を
表
現

英
語
で
自
己
を
表
現�

英
語
で
自
己
を
表
現�

ようこそ瑞浪へ�ようこそ瑞浪へ�ようこそ瑞浪へ�
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10
月
１
日
市
役
所
で
、
第
56
回
国
民
体
育
大
会
秋

季
大
会
（
10
月
13
日
〜
18
日
　
宮
城
県
で
開
催
）
に

出
場
す
る
選
手
・
監
督
の
壮
行
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
出
場
者
は
、
陸
上
、
体
操
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
弓

道
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
ク
レ

ー
射
撃
の
８
種
目
40
人
で
、
　
嶋
市
長
ら
か
ら
激
励

を
受
け
ま
し
た
。�

�

�

　
９
月
26
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術

デ
ザ
イ
ン
大
学
陶
磁
器
・
ガ
ラ
ス
学
部
長
タ
ピ
オ
・

ウ
リ
ヴ
ィ
ー
カ
リ
教
授
が
瑞
浪
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

�

教
授
は
、
　
嶋
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
ほ
か
、
み

ず
な
み
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
メ
ッ
セ
（
ド
イ
ツ
）
の
出
展
を
目
標
に
取
り

組
む
、
市
内
４
カ
所
の
陶
磁
器
事
業
所
と
窯
業
技
術

研
究
所
な
ど
を
訪
れ
、
市
内
の
計
10
企
業
に
対
し
直

接
デ
ザ
イ
ン
指
導
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
27
日
に
は
、
同
教
授
の
陶
磁
器
デ
ザ
イ
ン

講
演
会
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
）
の
陶

磁
器
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
が
行
わ
れ
、
出
席
し

た
陶
磁
器
業
界
の
関
係
者
130
人
は
熱
心
に
聞
き
い
っ

て
い
ま
し
た
。�

�

　
８
月
19
日
に
87
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
、
瑞
浪

市
名
誉
市
民
、
故
安
達
壽
雄
氏
（
学
校
法
人
安
達
学

園
創
立
者
・
名
誉
理
事
長
・
学
園
長
）
の
学
園
葬
・

瑞
浪
市
葬
が
、
10
月
２
日
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
氏
は
、
昭
和
37
年
学
校
法
人
安
達
学
園
を
創
立
、

同
38
年
瑞
浪
市
に
中
京
高
等
学
校
を
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
41
年
に
中
京
短
期
大
学
を
、
同

42
年
に
は
短
期
大
学
付
属
幼
稚
園
、
ま
た
平
成
５
年

に
は
中
京
学
院
大
学
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
の

建
学
精
神
の
も
と
、
教
育
の
振
興
に
多
大
な
尽
力
を

さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
昭
和
61
年
に
勲
三
等
瑞

宝
章
を
受
章
、

平
成
12
年
１

月
に
は
、
瑞

浪
市
で
３
人

目
の
名
誉
市

民
に
推
挙
さ

れ
、
顕
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
合
同
葬
は
、

関
係
者
ら
千

五
百
人
が
参

列
す
る
中
、

し
め
や
か
に

執
り
行
わ
れ
、

故
人
の
遺
徳

を
偲
び
献
花

を
さ
さ
げ
ま

し
た
。�

�

安
達
壽
雄
氏
の
功
績
を
偲
ん
で�

陶
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
指
導

陶
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
指
導�

陶
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
指
導

陶
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
指
導�

陶
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
指
導�

国
体
出
場
お
め
で
と
う�



８�平成１３年10月１５日�

教育委員会�
だより�

「
炭
焼
き
の
会
」
の
発
端
は,

酒
の
席
か

ら
飛
び
出
し
た
夢
の
よ
う
な
話
か
ら
で

し
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
30
人
以
上
の

賛
同
者
が
集
ま
り
、
大
湫
町
の
任
意
活

動
の
中
で
も
、
最
も
活
発
に
活
動
し
て

い
る
会
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
昨
今
、
中
山
間
地
の
産
業
を
育
成
し

よ
う
と
行
政
サ
イ
ド
を
は
じ
め
、
色
々

な
方
面
か
ら
働
き
か
け
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
　�

　
私
達
は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
リ
ン
ク

し
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
任
意
活
動
の

会
と
し
て
、『
大
人
の
遊
び
』
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
点
を
確
認
し
ま
し
た
。�

　
か
つ
て
は
大
湫
に
も
あ
っ
た
伝
統
文

化
と
し
て
の
『
炭
焼
き
』
を
継
承
し
、

次
の
世
代
に
伝
え
る
事
。
炭
材
や
焚
き

物
の
調
達
源
と
し
て
の
里
山
を
維
持
管

理
す
る
事
に
よ
り
、
大
湫
の
自
然
を
考

え
る
事
。
そ
の
上
で
大
湫
の
特
性
を
生

か
し
た
、
新
た
な
産
業
の
可
能
性
を
探

る
事
が
で
き
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
事
が
出
来
た
ら
、
私
達
の
会

も
存
在
す
る
甲
斐
が
あ
る
と
言
う
も
の

で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
百
キ
ロ
窯
一
基
で
約
50

回
の
炭
を
焼
き
ま
し
た
。�

　
最
近
は
特
に
竹
炭
・
竹
酢
液
を
中
心

に
焼
い
て
い
ま
す
。
大
湫
に
お
け
る
竹

林
の
状
況
に
は
絶
望
的
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
、
竹
の
有
効
利
用
の
一
端
と

し
て
、
少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

�

　
竹
炭
・
竹
酢
液
は
『
大
湫
宿
お
休
み

処
』
な
ど
に
置
い
て
も
ら
い
、
木
炭
は

『
町
内
行
事
』
等
に
使
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
炭
焼
き
を
通
し
て
、
世
代
間
の
交
流
、

他
地
域
と
の
交
流
が
計
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。�

　
窯
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
、
こ
れ
は
私

達
の
『
夢
を
託
し
た
』
希
望
の
煙
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、『
炭
焼
き
を
楽
し
む
』

事
を
第
一
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
活
動
を

続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

10
月
２
日
、
第
８
回
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
一
年

教
育
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
早
瀬

宣
明
さ
ん
に
代
わ
り
、
日
吉
町
の
小
栗

幸
江
さ
ん
が
新
し
い
教
育
委
員
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
。�

委
員
長
の
任
期
は
１
年
で
教
育
委
員

会
の
会
議
を
主
宰
し
、
教
育
委
員
会
を

代
表
し
ま
す
。�

ま
た
、
定
例
会
に
先
立
ち
新
し
い
教

育
委
員
と
し
て
稲
津
町
の
工
藤
誠
さ
ん

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の

任
期
は
４
年
で
、
教
育
委
員
会
規
則
の

制
定
や
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
方
針

の
決
定
の
他
、
教
育
予
算
に
つ
い
て
意

見
を
申
し
出
る
な
ど
、
教
育
に
関
す
る

重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。�

学
校
や
教
育
に
ま
つ
わ
る
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
た
び
に
、
な
ん
と
も
心
も
と
な

い
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す｡�

�

学
力
低
下
、
教
養
低
下
、
そ
し
て
登

校
拒
否
や
引
き
こ
も
り
、
い
じ
め
や
学

校
崩
壊
と
、
問
題
山
積
で
メ
デ
ィ
ア
で

は
「
教
育
改
革
」
や
「
教
育
理
想
論
」

を
連
発
し
て
い
ま
す
。�

市
内
で
も
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
積
極
的
に

問
題
に
取
り
組
む
先
生
方
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
地
域
に
合
っ
た
効
果
的
な
指

導
、
教
育
を
皆
さ
ん
と
一
緒
の
心
に
徹

し
、
前
向
き
の
姿
勢
を
も
ち
、
こ
う
し

た
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。�

代
表
　
向
井
一
峰�

生涯学習施設11月の休館日�

総合文化センタ－�

市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

化 石 博 物 館 �

陶 磁 資 料 館 �

市之瀬美術館�

地 球 回 廊 �

サイエンスワールド�

文 化 会 館 �

5､6､12､19､24、26日�

5､6､12､19､24、26、30日�

6､7､13､20､24、27日�

5､6､12､19､26、30日�

5､6､12､19､26日�

1､8､15､22、29日�

教
育
委
員
長
に
小
栗
幸
江
さ
ん�

教

育

委

員
に
工
藤
　
誠
さ
ん�

工
藤
誠
委
員
の
抱
負�

教育委員長�

小 栗 幸 江 さん�

教育委員�

工 藤 　 誠 さん　�

の
ぼ
る
煙
に
夢
託
す�

　
大
湫
宿
　
炭
焼
き
の
会�

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
③

H13



９�瑞浪市役所　☎ 68－2111

来年４月から�完全学校週５日制が始まります�完全学校週５日制が始まります�完全学校週５日制が始まります�
★学校週５日制とは、学校、家庭、地域社会の役割を見直し、学校や家庭および地域社会での学

　習や生活を通して、子ども達が自分で考え判断し行動する力や豊かな人間性等を身につけるこ

　とをねらいとして実施されるものです。今は隔週ですが、来年からは毎週となります。�

学校では�学校では�学校では�

家庭や地域では…�家庭や地域では…�家庭や地域では…�

『いきいきウィークエンド』�

『はつらつウィーク』�

・自ら考え、自ら解決する力をつ

　けるよう、体験的な学習や問題

　解決的な学習を進めます。�

・教科の基礎基本を確実に身につ

　け、学ぶ楽しさが味わえるよう、

　授業の充実を図ります。�

・子ども達は、自由になった時間の

　過ごし方を、自分で考え、行動し

　ます。�

・生き生きとしたウィークエンドが�

　過ごせるよう、家庭のありかたを�

　考え、子ども達を側面から応援し�

　ます。�

・家族や親子のふれあい、地域ぐる

　みで活動を通して、家庭や地域の

　つながりを深めます。�

▼自ら課題を持ち、自分なりの考えを持

　って解決する学習を大切にします。�

▼基礎的・基本的な教育内容が確実に身

　につくよう、その習熟を図ります。�

▼子ども達の理解の状況に応じた指導に

　心がけ、達成感・成熟感を大切にします。

▼地域の教育力を生かした授業を行い、

　家庭・地域社会との連携を深めます。

　�

▼家庭では我が家のルールづくりを進め

　ましょう。�

▼地域においては、みんなが参加できる

　スポーツ活動や文化活動などを通して、

　子ども達の豊かな体験活動を支援しま

　しょう。�

▼年代を超えて様々な人々が交流する活

　動を展開し、地域社会のつながりを深

　めましょう。�

土、日曜日�

月曜日から金曜日�



10

巡回日� ステ－ション�  時      間  

11月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

平成１３年10月１５日�

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

15：20～15：50

16：00～16：20

15：30～16：00

16：10～16：30

11月13日（火）�
　　　～30日（金）�15：30～16：00

16：10～16：30
７日（水）�

小 里 �

萩 原 �

棚 田 山 �

羽 広   �

明 賀 台 �

新 山 田   �

８日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20

16：30～16：50
９日（金）�

15日（木）�

30日（金）�

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

17日（土）�

21日（水）�

�

・
期
　
日
　
11
月
23
日（
金
）祝
日�

�

　
　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
15
時�

・
場
　
所
　
日
吉
町
半
原
　
　�

　
　
　
　
　（
森
の
中
で
材
料
を
採
取
）�

・
期
　
日
　
12
月
８
日
（
土
）�

�

　
　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
15
時�

・
場
　
所
　
市
民
図
書
館
　
　�

�

（
両
講
座
の
共
通
事
項
）�

・
講
　
師
　
増
田
　
豊
先
生�

�

・
定
　
員
　
30
人�

�

・
対
　
象
　
保
育
園
・
幼
稚
園
児�

�

　
　
　
　
　
小
学
生
（
親
子
で
参
加
）�

・
会
　
費
　
材
料
費
が
必
要�

�

◎
申
込
み
先
　
市
民
図
書
館�

�

地図展�地図展�地図展�
ミニ展のご案内�

～地図で見る美濃の山～�

図書館だより�
☎６８－５５２９�

〜
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
〜�

　
　
森
の
中
で
リ
ー
ス
作
り�

市
消
防
本
部
が
昨
年
末
に
イ
ン
ド

に
贈
っ
た
救
急
車
が
今
年
１
月
に
起

き
た
地
震
の
被
災
地
で
大
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
大
地
震
に
よ
る

死
者
は
３
万
人
以
上
と
い
わ
れ
、
発

生
か
ら
半
年
以
上
経
過
し
て
も
復
興

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の

人
が
テ
ン
ト
生
活
の
状
況
の
中
、
村

々
を
巡
回
し
１
日
に
約
100
人
の
患
者

を
車
内
で
診
察
し
て
い
ま
す
。�

今
回
は
、
イ
ン
ド
の
現
状
・
活
動

報
告
を
写
真
等
で
紹
介
し
ま
す
。�

な
お
、
最
終
日
に
は
、
サ
ン
ガ
ラ

ト
ナ
・
マ
ナ
ケ
さ
ん
（
パ
ン
ニ
ャ
・

メ
ッ
タ
子
供
の
家
創
設
者
）
に
よ
る

講
演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。�

岐
阜
県
図
書
館
に
あ
る
世
界
分
布
図
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
地
図

や
分
布
図
を
展
示
し
ま
す
。�

岐
阜
県
の
地
勢
を
表
す「
飛
山
濃
水｣

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、

飛
騨
地
方
に
は
三
千
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
が
、
美

濃
地
方
に
も
低
湿
な
水
場
地
帯
だ

け
で
な
く
、
中
級
山
岳
か
ら
低
山

に
至
る
多
彩
な
山
々
が
あ
り
、
人

々
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
戦
略

上
の
拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
生

産
の
場
と
し
て
昔
か
ら
こ
れ
ら
の

山
と
深
く
関
わ
り
を
も
っ
て
き
ま

し
た
。�

�

今
回
の
展
示
は
、
美
濃
地
方
に

あ
る
21
の
山
に
つ
い
て
、
地
形
図

・
航
空
写
真
・
展
望
図
な
ど
で
紹

介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館
教
室

図
書
館
教
室�

図
書
館
教
室

図
書
館
教
室�

図
書
館
教
室�

募
集�

〜
季
節
を
感
じ
る
〜 

餅
花
作
り�

活
動
報
告�

瑞
浪
市
よ
り
寄
贈
の
救
急
車�

イ
ン
ド
被
災
地
を
走
る�

11
月
２
日（
金
）〜
９
日（
金
）�

11月1日、新・図書館ホームペ―ジを開設、

蔵書検索・予約ができるようになります。�

「インターネット図書予約」にはパスワー

ドが必要となりますので、利用希望者は図書

館まで問合せください。�

�

新・図書館HP開設の�
　　  お知らせ�

市
民
図
書
館�



11 瑞浪市役所　☎ 68－2111

�

�

11月3日(土) 4日(日) 

10月17日(水)～23日(火)

10月28日(日)

10月20日(土)

◆内　容　世界最大の大型ヘリカル装置等の施設公開�

　　　　　核融合に関するビデオ上映及びパネル展示

　　　　　バーチャルリアリティーの体験コーナー

　　　　　極低音の体験コーナー　　　　�

　　　　　超伝導を利用した実験コーナー　�

　　　　　工作コーナー・クイズラリー・講演等�

※当日は上履きを持参ください。        �

◎問合せ　文部科学省  核融合科学研究所�

　　　　　一般公開実行委員会　☎ 58-2222�
Ｅメール　open2001@nifs.ac.jp��

　現在、県内では約３万人の方がＣ型肝炎のキャリ

ア（保菌者）であると試算されています。�

　肝臓病は早期発見が大切です。保健所ではウィル

スに関する健康上の相談を受けたり、正しい知識を

普及するための相談日を開設しており、これに合わ

せて希望者に「肝炎ウィルスの検査」を行っていま

す。�

・開催日時　毎週水曜日　13時～14時30分�

・場　　所　東濃地域保健所　 �

※予約が必要です。事前に電話でお申し込みください。

　但し検査は有料になります。�

◎申込先　東濃地域保健所　健康増進課�

　　　　　☎ 23-1111 内線 361�

�

・日　時　学科　11月５日（月）・６日（火）�

　　　　　実技　11月８日（木）・９日（金）・12日�

　　　　　　　　（月）・13日（火）のいずれか１日�

・会　場　学科　セラトピア土岐（土岐市）�

　　　　　実技　岐阜クレーン教習所（岐阜市）�

・受講料　23，800円（テキスト・2日分昼食含む）�

・日　時　学科　11月15日（木）・16日（金）�

　　　　　実技　11月17日（土）・19日（月）の�

　　　　　　　　いずれか１日�

・会　場　学科　セラトピア土岐（土岐市）�

　　　　　実技　岐阜クレーン教習所（岐阜市）�

・受講料　21，100円（テキスト・2日分昼食含む）�

◎申込・問合せ先　東濃産業労働会館 ☎ 24-4595

上映作品　・古戦場をたづねて…蒲田幸雄�

　　　　　・私の好きな郡上八幡駅…宮村誠之�

　　　　　・中山道残雪の大湫宿散策…宮下宗一�

　　　　　・ ボクの金魚…近藤潔��

　　　　　・ 牧歌の里…山田芳彦��

　　　　　・ 山鹿灯籠まつり…上田健一��

　　　　　・ つねさ…田中啓介��

　　　　　・豊穣の壷…近藤潔�

◎問合せ　瑞浪小型映画友の会事務局　☎ 65-2648�
※ 友の会ではビデオ愛好者を募集しています。��

　 作品づくりに興味のある方は、問合せください。�

「歌と心のハーモニーを大切に、楽しく歌い明るい

家庭を」と40年間歩んできた栄町婦人会コーラス�

クラブ手作りの演奏会が開催されます。�

　お誘い合わせのうえ、ご来場ください。�

◎問合せ　後藤　☎ 67-2050�

・使用時期、使用量、使用方法を守る。�

・種類により、臓器の機能低下をまねいたり副作用

　を起こすため、重複した使用はさける。�

・薬の保存は、日光・高温・湿気のある所は避ける。�

・子どもの手の届く所に置かない。�

　医師、薬剤師など専門家に相談して使用する。�

　医療現場から離れている歯科衛生士のみなさんに

最新の知識、技術を提供し、再び歯科医療の現場に

復帰し活躍していただくための研修会です。�

・受講料　無料�

・申込期間　10月31日(水)まで��

◎問合せ　岐阜県歯科医師会　☎ 058-274-6116��

�

�
18時30分～�

10時～15時30分�
陶町公民館  大会議室　入場無料�

入場無料�

13時30分～�

11月8日(木) 12時30分～15時�

総合文化センター　入場無料�

ー薬と上手な付き合い方ー�

第31回みずなみアマチュア映画祭�

�40周年記念演奏会 栄町婦人会コーラスクラブ�

�

第10回在宅(非就業)歯科衛生士研修会�

「薬と健康の週間」�

来て、見て、触って、体験しよう�

核融合科学研究所　一般公開�

「ウィルス肝炎相談・検査日」開設�

◆小型移動式クレーン運転技能講習会�

◆玉掛技能講習会�

岐阜会場　県民ふれあい会館�
美濃加茂会場　すこやかタウン美濃加茂�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

保健センターだより　☎67-2700

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

・担　当　精神科医師（大湫病院医師）　　�

＊前日までに電話等での予約が必要です。�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�

母子健康手帳          �
歯ブラシ、コップ 

母子健康手帳          �
コップ、タオル 

母子健康手帳�
コップ、タオル�
＊保護者の歯科検診�
　を同時に実施します�

14時開始 

平成13年5月生まれ 

平成12年5月１日～�
　　　５月15日生まれ 

平成12年5月16日～�
　　　５月31日生まれ 

生後７ヵ月以降の乳児�
＊電話予約が必要�

10月31日（水）�

10月30日（火）�

11月１日（木）�

11月８日（木）�

10月29日（月）�

10月30日（火）�

11月13日（火）�

11月２日（金）�

11月16日（金）�

11月６日（火）�

平成７年10月生まれ 

平成９年10月生まれ 
平成９年４月生まれ 

平成11年11月生まれ 

平成11年５月生まれ 

平成10年４月生まれ 

母子健康手帳�

母子健康手帳�

12時30分開始�

13時30分～15時�

９時30分～45分�６ ヵ 月 児 健 康 相 談 �
お よ び 離 乳 食 教 室 �

4歳児・ 4歳 6ヵ月児�
歯 み が き 教 室 �

6歳臼歯ムシ歯予防教室�
＊都合の良い日にお越しください�

3歳6ヵ月児歯みがき教室�

２歳児歯みがき教室�

中期・後期離乳食相談�

1歳 6 ｶ 月児健康診査�
＊健診終了後希望者に
　歯みがき教室を実施
　します�

2歳6カ月児歯みがき教室�

11月13日（火）�保健センター�13時～14時�

＊汚れてもいい服装�
　でおいでください�

老人性痴ほう症相談�

　人間の体を総合的にとらえ、体全体のバランスを

整える漢方のお話です。�

・定　員　40人��

・内　容　講話（宮川勝明医師）��

　　　　　血圧測定・尿検査（希望者のみ）��

◎申込み　10月30日(火)までに保健センターへ�

　　  「骨粗しょう症」とは？�
骨からカルシウムが抜け、骨がスカスカになり、

ちょっとしたことで折れたりつぶれたりする病気

です。骨の成長は、一般に20歳頃をピークに止ま

り、しばらくは横ばいですが40歳を過ぎると骨の

カルシウム量は減り始めます。特に女性は閉経後

に急減します。�

早期に骨粗しょう症を発見し予防するには、骨

密度の検査が欠かせません。自分の骨の健康状態

を知るために、ぜひ利用してください。�

11月6日（火）�保健センター�19時～20時30分�

第４回「健康講座」受講生大募集�

・料　金　５００円　�

・対象者　30歳以上の女性（定員60人）�

◎申し込み　電話等で保健センターへ�

11月15日（木）�保健センター�13時～14時�

子宮（頚）がん集団バス検診�

昨年の家族調査票で子宮がん、乳がんの医療機関

検診を希望された方に、受診票を送りました。有効

期限切れの方で受診を希望される場合は、期間を延

長しますので、12月25日(火)までに受診してください。

子宮がん・乳がんの医療機関検診�

2001年10月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，470（＋32）　世帯数＝13，687（＋22）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

歯科休日救急診療　�診療時間 ９時～15時�
期　　日� 医療機関名� 電話番号�

11月3日(土)�サン歯科� 64－2226

11月4日(日)�ほりべ歯科クリニック�67－1811

※受診の際は当日電話予約が必要です　�

献血(200ml/400ml)に協力ください�
11月6日 (火) 瑞浪市役所� 14時30分～16時�

～漢方薬のお話～�

受付時間…9時30分～11時30分,13時～15時30分�

対象者…20才以上の方　　料金…１０００円�

◎会場・申込み　保健センター�

＊定員になり次第締め切りしますので、必ず電話

　等で申込みください。�

11月6日(火)･22日(木)

骨密度測定�


